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多くの野生生物を観察 

（蒙京津冀青少年生態緑化モデル林プロジェクト） 

IFCC2018植林緑化派遣団 渡邊 篤 

 

天候は曇り時々小雨の中、蒙京津冀青少年生態緑化

モデル林プロジェクトにおける第4期の記念植樹と第

1期～第 3期の事業地視察を行った。 

7月 21日午前、第 4期の記念植樹は本プロジェクト

責任者の靳さんをはじめ、青少年発展基金の呂さんや

林業局の方、現地スタッフ、そしてマイクロバスの運

転手の方も加わり、総勢 16 名での作業だった。現地

では既に苗木とスコップが用意してあり、現地スタッ

フが石灰で植樹箇所を約 2m間隔にマーキングし、そこに残る全員で植え付を行い、最後にホ

ースで根元に灌水するという作業。 

記念植樹の際に気づいた点として、苗木をビニールカップから外してみると、直径 1cm程度

の主根が長さ 5cm程度に切られ、その他の細根はほぼ見られなかったことから、地上部に対す

る地下部のバランスが活着率に影響を与える原因の一つなのではないかと考えた。また、ビニ

ールカップを外さずに植栽する場面もあったことから、将来的な土壌や生態系に与える影響を

考慮しなければならないと思われる。しかしながら日本の拡大造林期にもこのようなことが無

かったとは言い切れず、今後は土地所有者側の意識の醸成が大切になってくるかもしれない。 

 

記念植樹を午前で終え、午後は蒙京津冀地区の第 1期～4期事業区を現場視察しました。 

ここでは午前と同様のメンバーで 3期、2期、4期、1期の順に現場を訪れ、植樹した樟子松

の生育状況や、補植状況を確認した。加えて、健全な森林状況の指標の一つとして、生物多様

性も重要な要素であることから、移動中も含めてすべての現場において様々な生物も目視で観

察した。 



《生育状況》林業局の担当者曰く、樟子松の林齢は、輪生した枝ごとの樹幹の長さが１年分

の成長量であると推定できるとのことで、日本の北海道に分布しているトドマツに似ている印

象を受ける。土壌が砂浜の様な砂質土であったが、生育は旺盛なものでは 1年で 20cm以上樹

高生長している個体もみられた。一方で、枯死や先枯れしている個体も見られ、水分状況と土

中の通気環境が心配され、今後は植栽後の活着率をさらに高めることが課題となると思われる

。 

《補植状況》上記の水分状況や土中の通気環境等が原因で、枯死してしまった個体を補植し

た様子を確認した。事前に出席した「緑化事業の概要レクチャー」によると、雨季に合わせて

4～5月に補植・新植作業を行うそうで、今年補植されたであろう樟子松もみられる。 

《生物相》目視で観察された生物は以下のとおり。全体の印象として、思ったより多くの種

が観察された。 

哺乳類：1種（プレーリードッグ） 

鳥類：8種（キジ♂♀・ツバメ・猛禽（ホバリング）・モズ・カラス・カササギ・スズメ・ホオ

ジロ） 

昆虫類：9 種以上（チョウ 3 種＝シロチョウ・シジミチョウ・タテハチョウ、バッタ 2 種＝

バッタ・キリギリス、ナナフシ 1種＝ナナフシ幼体、コウチュウ 2種＝シデムシ・ゴミムシ

ダマシ？幼虫、ハエ 2種以上、ハチ 1種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１本ずつ害虫防止、潅水されている凄さ 

（日中青年寧夏固原市生態緑化モデル林） 

IFCC2018固原植林緑化派遣団 宮秋 道男（ＮＰＯ法人アジアンロード理事長） 

 

 ４月２０日、寧夏・固原市の「植林事業第四期開工式」が行われる現場は、山道をしばし走

りながら、山あいの先の小高い丘陵地にあった。途中、山肌は削られ、畑にしようとしている

所もあれば、それを元に戻しているかのような所が多く見られた。まさに「退耕還林」政策の

せめぎあいの一端を見る思いで、複雑だったが、現地で待つ多くのボランティアの方の明るさ

が、その気持ちを晴れさせてくれた。佐藤晴男団長が「私どもは皆さんの植林事業の少ししか

役に立てないだろうが、これまでも今後も確実にすすめ、日中の架け橋になりたい」という力

強い挨拶の後、記念碑の前での記念撮影のあと、植林セレモニーを行った。 

 中国で進められている砂漠化防止・植林緑化事業に、日本の援助があったとしても、それは

中国国内の事業規模からいうと、ごくごく一部に過ぎないだろう。ましてや「緑の架け橋プロ

ジェクト」が当初より参加し、綿々と続けてきたとしても、その活動は中国側からみたら、ほ

んの一部に過ぎない。が、それにしても、そこに大きな意味がある。 

 その地にその都度、設置される記念プレート（『中日青年寧夏固原市生態緑化示範林』）（示範

：モデルの意味）が、その意味の大きさを物語っているだろうし、現地でのボランティアの方

と植樹をしながらの、しばしの語らいが、そのことを裏づけてくれた。私自身、これまで中国

・内モンゴルでの植林事業派遣団への参加をしてきたものの、寧夏自治区での事業参加は初め

てであった。改めてこの事業の意味合いを深く感じた一瞬だった。 

 一行は、日本から私を含めて４人。彼の地で 2008 年から始まっている事業の４期目のスタ

ートにあたり、その事業視察である。今年の計画では、25ha に、21,500本の苗木（雲杉、樟

子松）を植えるものだ。団長の佐藤晴男ＩＦＣＣ副会長は、当初より参加されている。直前に

身辺でご不幸があったにもかかわらず、その責任感の強さから、参加されていたのには、感服

した次第である。 

 固原市では 1期の植林後の状況も視察した。 

第４期開工式でボランティアと 第４期植林模様 



 

その後、同じ寧夏回族自治区の呉忠市へ移動し、「寧夏呉忠市太陽山開発区日中青年生態緑

化モデル林」事業地(2010年～2013年実施)の保育状況の視察と記念植樹を行った。「そうそう

、ここ、ここ」と佐藤団長が当時の記憶を紐解きながら、現地の様子を語っていたのは感慨深

かった。当時の関係者も駆けつけてくれて、佐藤団長としばしの歓談もあった。事前資料では

承知していたが、灌漑設備がしっかりと敷設されていることは印象深かった。各要所に井戸が

掘られ、そこから管が引っ張られ、株元に潅水がされるように穴のあいた管が張り巡らされて

いるのである。年間降水量が、200ミリ以下ならば仕方ないことだが、その丁寧さに驚きの感

がぬぐえなかった（日本のハウス内ではよく見られることだが、これをこんな広い地域でやる

とは…）。 

 

 

 

 

活着率の低さを懸念 

（日中青年灤河源生態緑化モデル林事業） 

IFCC2018内モンゴル植林緑化派遣団 藤田泰崇 

 

 7月 20日、前日までの豪雨の影響が各所に見られる中、2017年に植林したエリアから視察

を行った。植林地における第一印象は、残念ながら「活着率が低い」であった。同行したメン

バーも一様に同じ感想を抱いていた様子である。多倫県林業局の担当者に詳しく話を聞いた所

、通常は比較的降雨量の多い 4 月から 5 月に植え付けを行うものの、2017 年は降雨量が極端

に少なかったため、作業を 11 月に行ったとの事であった。このことが活着率に悪影響を及ぼ

している可能性がある。また、灌水によって活着率を上げることも可能ではあるが、給水車を

手配して灌水を行うのは非常にコストがかかるため、補植によって目標とする 70％の活着率

を達成するとの事であった。なお、実際の植林作業は地元の農家に下請けに出しているとの事

である。とはいえ、林業局も資格を与えた（トレーニングを受けた）農家にのみ作業を任せる

ネズミ被害防止のため金網で１本ずつカバーする。 灌水のためひかれたホース 



などの監督を行い、事業費の支払いも一年目に全体の 4割、二年目三年目に 3割ずつと、作業

に緊張感を持たせられるような工夫をしている。 

 続いて、第一、二期のエリアを視察した。こちらは活着率（つまり生存率）が非常に高く、

成林はほぼ確実であると感じた。このエリアでは植栽列に幅 50 ㎝深さ 30cm 程度の溝が切ら

れており、この溝が苗木周辺の水分環境を改善している可能性がある（2017 年の植林エリア

では苗木毎に直径 50㎝程度の穴を掘る方法）。土壌の攪乱を最小限にするため植栽方法を変更

したとの事だったが、活着率との相関を調査する必要があると考えられた。 

植栽されている樹種は樟子松、苗木は 4年生苗を用い、植栽列の幅は 4mである。これは重

機の移動を踏まえたものと考えられたが、具体的な回答は得られなかった。植栽間隔は 70 ㎝

程度と非常に近かったが、これは成長した間引き苗を都市緑化用として販売するためである。

つまり、これらのエリアでは砂漠化防止の緑化と同時に緑化木の生産を行っており、緑化木の

販売が現地における現金収入の一つとなっている。

植林時の 4 年生苗は一本当たり 3 元だが、2m 程度

まで成長させたものは 100元で売ることができるよ

うである。ただし、市況の状態によって出荷量を調

整しているとの事である。 

伐期は 50年との事であったが、伐採後に再造林す

るのかを尋ねた所、「それは 50年後の人が考える」

という何とも心許ない回答であった。なお、このエ

リアの土壌は礫がほぼ見られない砂質土であり、粒

子が細かいと感じられた。したがって土壌

の保水力は高く、適切な対応を行うことに

よって緑化は可能だと考えられた。しかし

、粒子が細かいという事は、風によって飛

散しやすい事も意味しており、確実な緑化

が望まれるのは言うまでもない。実際、こ

のエリアから舞い上がった砂が北京、天津

の大気汚染の原因の一つ、というデータも

あるようだ。 

 

 


